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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第２四半期累計期間
第24期

第２四半期累計期間
第23期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年９月30日

自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 3,150,987 3,746,850 6,528,885

経常利益又は経常損失(△) （千円） △130,789 223,026 837,106

四半期(当期)純利益又は四半期純
損失(△)

（千円） △91,413 153,250 585,798

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 110,000 110,000 110,000

発行済株式総数 （株） 10,394,000 10,394,000 10,394,000

純資産額 （千円） 1,812,463 1,887,454 2,332,293

総資産額 （千円） 3,034,600 3,840,091 3,671,254

１株当たり四半期(当期)純利益又
は１株当たり四半期純損失(△)

（円） △9.30 15.96 60.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

（円） － 15.94 60.22

１株当たり配当額 （円） － － 65.00

自己資本比率 （％） 59.73 49.15 63.53

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △466,260 △665,771 711,745

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △1,905 2,843 △7,125

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △134,182 275,905 △492,016

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

（千円） 573,392 1,001,321 1,388,343

 

回次
第23期

第２四半期会計期間
第24期

第２四半期会計期間

会計期間
自2022年７月１日
至2022年９月30日

自2023年７月１日
至2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 14.73 20.79

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．第23期第２四半期累計期間及び第24期第２四半期累計期間の１株当たり配当額については、配当を実施して

いないため記載しておりません。

４．第23期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社

における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末の流動資産は3,703,324千円となり、前事業年度末と比較して205,706千円増加しまし

た。これは主に、受取手形が125,923千円、売掛金が242,854千円、商品が84,784千円、前払費用が117,242千円増

加し、現金及び預金が387,022千円減少したことによるものです。固定資産は136,766千円となり、前事業年度末と

比較して36,870円減少しました。これは主に、工具、器具及び備品が6,096千円増加し、差入保証金が10,069千

円、繰延税金資産が26,368千円減少したことによるものです。

　以上の結果、総資産は3,840,091千円となり、前事業年度末と比較して168,836千円増加しました。

 

（負債）

　当第２四半期会計期間末の流動負債は1,912,037千円となり、前事業年度末と比較して611,281千円増加しまし

た。これは主に、短期借入金が900,000千円、未払金が33,584千円増加し、買掛金が124,325千円、未払法人税等が

205,827千円減少したことによるものです。固定負債は40,599千円となり、前事業年度末と比較して2,394千円増加

しました。これは、退職給付引当金が2,872千円増加し、リース債務（長期）が477千円減少したことによるもので

す。

　以上の結果、負債合計は1,952,636千円となり、前事業年度末と比較して613,675千円増加しました。

 

（純資産）

　当第２四半期会計期間末の純資産は1,887,454千円となり、前事業年度末と比較して444,839千円減少しました。

これは主に、その他資本剰余金が4,667千円増加し、繰越利益剰余金が470,382千円（配当金支払623,633千円、四

半期純利益153,250千円）減少したことによるものです。

 

（２）経営成績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行等に伴い、行動

制限や入国制限が緩和されてインバウンド需要が増えるなど、経済活動は正常化に向けて緩やかな回復が期待され

ました。一方で、エネルギー価格や原材料価格の高騰による物価高、世界的な金融引き締めの影響などにより景気

の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　このような状況において、当社は３つの経営ビジョンの下（※１）、卵殻膜美容液の更なる認知度向上を狙った

新たなテレビCMを放映しましたが、直販（EC）の新規顧客獲得数については、前年同期比で減少しました。しかし

ながら、前年の定期顧客基盤の拡大及び定期継続率の上昇が奏功し、売上高は前年同期比で増加しました。また、

外販（OEM販売）においても、出荷が前年同期比で好調に推移しました。他方、TV通販においては放映時期の後ズ

レや放映の曜日、時間帯等の影響を受け、前年同期を下回りました。販売費及び一般管理費については、顧客獲得

時の広告宣伝費が抑制されたことで、売上高の増加率に比して販売費及び一般管理費の増加率は緩やかに推移しま

した。

　その結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高3,746,850千円（前年同期比18.9％増）、営業利益

222,913千円（前年同期は130,588千円の営業損失）、経常利益223,026千円（前年同期は130,789千円の経常損

失）、四半期純利益は153,250千円（前年同期は91,413千円の四半期純損失）となりました。

※１・先進諸国に到来する高齢化社会において、人々の健康、若さ、そして美しさの維持・向上による“生活の

質”の向上という根源的なニーズに、“卵殻膜”を通じて貢献する。

・卵殻膜の多機能な効果及び効能を科学的に解明し、常にユニークで最高品質の商品開発にこだわり、それを

世界に提供する。

・“卵殻膜”で、美容と健康分野において、新しい価値観を浸透させる。

　なお、当社は卵殻膜ヘルスケア事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の開示は行っておりません

が、売上高の販売チャネル別の内訳は、以下のとおりであります。
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区分

前第２四半期累計期間

（自　2022年４月１日

  至　2022年９月30日)

当第２四半期累計期間

（自　2023年４月１日

  至　2023年９月30日)
増減額

（千円）

前年同期比

（％）
金額

（千円）

構成比

（％）

金額

（千円）

構成比

（％）

TV通販 619,591 19.7 564,552 15.1 △55,039 91.1

外販

（一般流通）
176,568 5.6 183,215 4.9 6,647 103.8

外販

（OEM販売）※２
708,764 22.5 917,604 24.5 208,840 129.5

直販（EC） 1,646,063 52.2 2,081,477 55.6 435,414 126.5

合計 3,150,987 100.0 3,746,850 100.0 595,862 118.9

※２ OEM販売額のうち、インターネット販売を主としているOEM先への売上高

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ、387,022千円減少し1,001,321千円

となりました。

　各キャッシュ・フローの状況と主な要因は、次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益223,026千円、売上債権の増加額368,778千円、前払

費用の増加額95,778千円、仕入債務の減少額124,325千円、法人税等の支払額240,359千円等により665,771千円の

支出となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出7,226千円、敷金及び差入保証金の返還

による収入10,070千円により、2,843千円の収入となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる収入1,500,000千円、短期借入金の返済による支出

600,000千円、リース債務の支払いによる支出461千円、配当金の支払額623,633千円により275,905千円の収入とな

りました。

 

（４）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

（６）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は30,475千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（７）経営成績に重要な影響を与える要因

　当第２四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。

 

（８）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社の運転資金需要のうち主なものは、商品及び原材料の仕入のほか、広告宣伝費、運送費等の販売費及び一般

管理費であります。当社は、事業運営上必要な資金の流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針とし

ております。短期運転資金は自己資金を基本としており、長期運転資金や設備投資につきましては、金融機関から

の長期借入やリースによる調達を基本としております。

　なお、当第２期四半期会計期間末における有利子負債の残高（リース債務含む）は1,451,433千円、有利子負債

依存度（リース債務を含む）は37.8％であり、事業運営上、必要な資金を安定的に確保していると認識しておりま
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す。また、当第２四半期会計期間末における現金及び預金の残高は1,001,321千円となっており、事業運営上、必

要な流動性を確保していると認識しております。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2023年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,394,000 10,394,000
東京証券取引所

スタンダード市場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。なお、

単元株式数は100株

であります。

計 10,394,000 10,394,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年７月１日～

2023年９月30日
－ 10,394,000 － 110,000 － －
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社ＤＡＬＭＡ 神奈川県横浜市中区本町四丁目41番地 1,540,000 16.02

ＣＢＣ株式会社 東京都中央区月島二丁目15番13号 1,225,000 12.74

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番3号 525,000 5.46

株式会社オージオ 埼玉県上尾市仲町一丁目７番27号 504,000 5.24

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 460,900 4.79

鈴江　由美 東京都渋谷区 350,000 3.64

小林　聖典 東京都品川区 274,300 2.85

ＪＰモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内二丁目７番３号 109,200 1.14

保科　史朗 東京都世田谷区 107,837 1.12

BNYM SA／NV FOR BNYM FOR BNYM

GCM CLIENT ACCTS M ILM FE

（常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ

銀行）

2 KING EDWARD STREET,LONDON EC1A 1HQ

UNITED KINGDOM

（東京都千代田区丸の内二丁目７番１

号）

105,700 1.10

計 － 5,201,937 54.11
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 781,100 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

なお、単元株式数は100株

であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,601,100 96,011 同上

単元未満株式 普通株式 11,800 － －

発行済株式総数  10,394,000 － －

総株主の議決権  － 96,011 －

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アルマード
東京都中央区京橋

三丁目６番18号
781,100 － 781,100 7.52

計 － 781,100 － 781,100 7.52

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2023年７月１日から2023年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

アーク有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第23期事業年度　　　　　　　　　　　　　　　　　EY新日本有限責任監査法人

第24期第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間　アーク有限責任監査法人

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,388,343 1,001,321

受取手形 378,295 504,219

売掛金 629,147 872,002

商品 861,101 945,885

貯蔵品 212,433 189,319

前払費用 13,784 131,027

その他 14,510 59,548

流動資産合計 3,497,617 3,703,324

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 18,499 17,611

工具、器具及び備品（純額） 35,024 41,120

リース資産（純額） 1,619 1,214

有形固定資産合計 55,142 59,946

無形固定資産   

商標権 1,126 1,000

ソフトウエア 24,938 19,827

無形固定資産合計 26,064 20,828

投資その他の資産   

繰延税金資産 66,661 40,292

差入保証金 10,069 -

敷金 15,688 15,688

その他 10 10

投資その他の資産合計 92,429 55,991

固定資産合計 173,637 136,766

資産合計 3,671,254 3,840,091
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2023年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 308,491 184,165

短期借入金 550,000 1,450,000

リース債務 930 947

未払金 102,536 136,120

未払費用 16,008 27,268

未払法人税等 253,729 47,901

未払消費税等 35,875 17,794

預り金 2,805 3,626

賞与引当金 21,626 26,079

その他 8,752 18,133

流動負債合計 1,300,756 1,912,037

固定負債   

リース債務 964 486

退職給付引当金 37,240 40,112

固定負債合計 38,204 40,599

負債合計 1,338,961 1,952,636

純資産の部   

株主資本   

資本金 110,000 110,000

資本剰余金   

その他資本剰余金 3,560 8,227

資本剰余金合計 3,560 8,227

利益剰余金   

利益準備金 27,500 27,500

その他利益剰余金   

別途積立金 110,000 110,000

繰越利益剰余金 2,907,305 2,436,922

利益剰余金合計 3,044,805 2,574,422

自己株式 △826,072 △805,196

株主資本合計 2,332,293 1,887,454

純資産合計 2,332,293 1,887,454

負債純資産合計 3,671,254 3,840,091
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 3,150,987 3,746,850

売上原価 1,069,877 1,234,738

売上総利益 2,081,110 2,512,111

販売費及び一般管理費 ※ 2,211,698 ※ 2,289,198

営業利益又は営業損失（△） △130,588 222,913

営業外収益   

受取利息 4 5

助成金収入 1,630 500

雑収入 2,253 2,267

営業外収益合計 3,887 2,773

営業外費用   

支払利息 1,200 1,966

自己株式取得費用 2,784 -

為替差損 44 143

雑損失 60 550

営業外費用合計 4,089 2,660

経常利益又は経常損失（△） △130,789 223,026

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △130,789 223,026

法人税、住民税及び事業税 265 43,408

法人税等調整額 △39,641 26,368

法人税等合計 △39,376 69,776

四半期純利益又は四半期純損失（△） △91,413 153,250
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
△130,789 223,026

減価償却費 8,363 7,658

貸倒引当金の増減額（△は減少） △624 -

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,840 4,452

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,275 2,872

受取利息 △4 △5

助成金収入 △1,630 △500

支払利息 1,200 1,966

売上債権の増減額（△は増加） 240,943 △368,778

棚卸資産の増減額（△は増加） △317,992 △61,670

前払費用の増減額（△は増加） △74,866 △95,778

前払金の増減額（△は増加） 652 △6,384

預け金の増減額（△は増加） △14,362 △10,560

仕入債務の増減額（△は減少） 52,014 △124,325

未払金の増減額（△は減少） 54,960 33,584

未払費用の増減額（△は減少） △20 11,260

未払又は未収消費税等の増減額 △69,491 △18,080

その他 △5,955 △22,011

小計 △251,487 △423,273

利息の受取額 22 5

利息の支払額 △1,394 △2,144

助成金の受取額 1,630 -

法人税等の支払額 △215,031 △240,359

営業活動によるキャッシュ・フロー △466,260 △665,771

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 - △7,226

無形固定資産の取得による支出 △1,905 -

敷金及び差入保証金の返還による収入 - 10,070

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,905 2,843

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,020,000 1,500,000

短期借入金の返済による支出 △340,000 △600,000

リース債務の支払による支出 △444 △461

自己株式の取得による支出 △415,119 -

新株予約権の行使による収入 1,230 -

配当金の支払額 △399,848 △623,633

財務活動によるキャッシュ・フロー △134,182 275,905

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △602,347 △387,022

現金及び現金同等物の期首残高 1,175,740 1,388,343

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 573,392 ※ 1,001,321
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

　該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

広告宣伝費 1,277,044千円 1,339,852千円

販売促進費 101,927 85,572

物流委託費 122,611 77,831

運送費 206,532 211,749

賞与引当金繰入額 23,710 26,582

減価償却費 8,363 7,658

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

現金及び預金勘定 573,392千円 1,001,321千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 573,392千円 1,001,321千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日)

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 399,848千円 40円 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2022年５月11日開催の取締役会決議に基づき、2022年５月12日から2022年６月30日の期間におい

て、自己株式248,100株を取得し、2022年８月12日開催の取締役会決議に基づき、2022年８月15日から2022年

９月30日の期間において、自己株式98,200株を取得しました。これにより、自己株式が415,001千円増加して

おります。また、2022年７月28日に当社取締役及び従業員に対し、譲渡制限付株式報酬としての自己株式

24,045株の処分を実施いたしました。これにより、資本剰余金が6,568千円増加し、自己株式が22,787千円減

少しております。

　この結果、当第２四半期会計期間末において資本剰余金が38,338千円、自己株式が703,468千円となってお

ります。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日

定時株主総会
普通株式 623,633千円 65円 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額には、特別配当10円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2023年７月28日に当社取締役及び従業員に対し、譲渡制限付株式報酬としての自己株式20,208株の

処分を実施いたしました。これにより、資本剰余金が4,667千円増加し、自己株式が20,875千円減少しており

ます。

　この結果、当第２四半期会計期間末において資本剰余金が8,227千円、自己株式が805,196千円となっており

ます。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

　当社は、卵殻膜ヘルスケア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

　当社は、卵殻膜ヘルスケア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

区分

前第２四半期累計期間

（自　2022年４月１日

  至　2022年９月30日)

当第２四半期累計期間

（自　2023年４月１日

  至　2023年９月30日)
増減額

（千円）

前年同期比

（％）
金額

（千円）

構成比

（％）

金額

（千円）

構成比

（％）

TV通販 619,591 19.7 564,552 15.1 △55,039 91.1

外販

（一般流通）
176,568 5.6 183,215 4.9 6,647 103.8

外販

（OEM販売）※
708,764 22.5 917,604 24.5 208,840 129.5

直販（EC） 1,646,063 52.2 2,081,477 55.6 435,414 126.5

合計 3,150,987 100.0 3,746,850 100.0 595,862 118.9

※OEM販売額のうち、インターネット販売を主としているOEM先への売上高

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

（１）１株当たり四半期利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
△9円30銭 15円96銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △91,413 153,250

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は

四半期純損失（△）（千円）
△91,413 153,250

普通株式の期中平均株式数（株） 9,829,999 9,600,923

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期利益 － 15円94銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 11,684

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業

年度末から重要な変動があったものの概要

 

－

 

－

　（注）前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当

たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

自己株式の取得について

　当社は、2023年11月14日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議いたしました。

 

(1)自己株式の取得を行う理由

　現下の業績動向と内部留保の充実度を鑑み、資本効率の向上を図るため。

(2)自己株式の取得に関する取締役会の決議内容

①取得する株式の種類

　普通株式

②取得する株式の総数

　300,000株（上限）

③株式の取得価額の総額

　300,000千円（上限）

④取得の期間

　2023年11月15日～2023年12月26日

⑤取得の方法

　東京証券取引所における市場買付

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年11月14日

株式会社アルマード

取締役会　御中

 

アーク有限責任監査法人

東京オフィス

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松浦　大樹

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 海老澤　弘毅

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

アルマードの2023年４月１日から2023年３月31日までの第24期事業年度の第２四半期会計期間（2023年７月１日

から2023年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルマードの2023年９月30日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監

査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎とな

る証拠を入手したと判断している。

 

その他の事項

会社の2023年３月31日をもって終了した前事業年度の第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間に係る四半

期財務諸表並びに前事業年度の財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が実施され

ている。前任監査人は、当該四半期財務諸表に対して2022年11月14日付けで無限定の結論を表明しており、ま

た、当該財務諸表に対して2023年６月29日付けで無限定適正意見を表明している。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること

にある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場か

ら四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過

程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性

が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財

務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上

の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した

こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策

を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその

内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１.上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２.XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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